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研究成果の概要（和文）：2017-2019研究年度に実施した主な研究テーマは、a)口頭コミュニケーション手法の
ポートフォリオ作成及びb)異文化間コミュニケーション手法のポートフォリオ作成の2つであった。文献レビュ
ーと最新教材評価の結果、スペイン語入門レベルであるA1と初級レベルのA2のポートフォリオ作成に口頭手法と
異文化コンテンツの適用が不十分であるとわかった。従って、我々は二つの理論的枠組みの設計に集中的に取り
組み、言語学習におけるコミュニケーション手法、異文化間コミュニケーション能力、多様式の3つの概念に基
づく、口頭コミュニケーション学習と異文化間コミュニケーションの2種類のポートフォリオ作成を学生に指導
した。

研究成果の概要（英文）：During the research period 2017-2019, the three main research topics were 
the following: a) research on the concept of intercultural communicative competence, b) development 
of a portfolio with an oral communicative approach, and c) development of a portfolio with an 
intercultural communicative approach. After literature review and evaluation of current material, we
 found an insufficient application of an oral approach and intercultural issues in portfolio 
development for Spanish at levels Platform, A1 and Access, A2. Thus, we focused on the design of two
 theoretical frameworks and managed to develop two portfolios, oral communication and intercultural 
communication, based on three concepts: communicative approach in language learning, intercultural 
communicative competence, and multimodality.

研究分野： 外国語教育

キーワード： 異文化コミュニケーション　オーラルコミュニケーション　ポートフォリオ　外国語教育

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
2017-2019研究年度の成果には、理論と実践の組み合わせ並びにその欠陥に関する研究が含まれており、筆者は
これを口頭コミュニケーション手法及び異文化間能力手法というふたつの視点を持つ多様式ポートフォリオ作成
に向けての重要なステップと考える。論文や口頭発表の場でポートフォリオ作成の研究結果を発表する際、筆者
は努めてポートフォリオ、多様式、異文化間コミュニケーション能力という適用する主要概念間のバランスを保
つようにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

我々のポートフォリオ作成プロジェクトは 2 種類ある。口頭コミュニケーション及び文化のポ

ートフォリオである。 

 スペイン語教育分野におけるポートフォリオに関して、注目すべき修士論文が 2 本ある。ひと

つはブラジルのセルバンテス・サルバドール語学学校の教師と生徒によるポートフォリオ作成

について述べたもので、知識構築過程を示すツールの構築を目的としている（パロンド・プリエ

ゴ、2011-2013）。もうひとつのクエンカ・イ・リポイによる研究（2014）は、教員訓練ツールと

してのポートフォリオの使用について述べたものだ。我々のポートフォリオは A1 レベルの学生

の口頭学習を対象として作成しているため、学生が口頭スキルを自己評価するのに有用なツー

ルとなる。 

 言語教育における文化及び異文化コンテンツに関して、多くのシラバスや指導要領で文化学

習の重要性に言及されているものの、依然として実践が不十分であるとバイラムは主張してい

る（2001）。特に A1 の入門者レベルの授業は往々にして、文法、語彙、口頭実習の内容は豊富だ

が、文化／異文化の側面にはあまり注意が払われていないということがある。これに対して筆者

は、言語スキルを応用しながら異文化間コミュニケーション能力を強化できるよう、A1 及び A2

レベルの学生が留学プログラム中に作成するポートフォリオのなかで言語と文化を統合させる

ことを提案している。 

 上記の点から見て、我々のプロジェクトは独特であると同時に、A1 及び A2 レベルの学生に

とって価値が高いといえる。具体的には、a)毎年、口頭スキルに関するポートフォリオを作成す

ることで、学生は自己の達成度について考察・評価を行い、将来的な目標を定めることができた。

b) 目標言語を使用して目標文化の特徴を説明し、自身の文化と比較して両者の違いを考察する

ことで、文化学習と言語スキルの訓練・強化を組み合わせることができた。 

 
２．研究の目的 

本研究にはふたつのプロジェクトが含まれ、ふたつの目的がある。a)異文化間及び多文化コミュ

ニケーション能力の概念についての研究を行い、言語教育のための異文化間モデルを定めるこ

と、b)東北大学の学生向けの外国語としてのスペイン語授業で行う口頭コミュニケーション及び

異文化－多文化ポートフォリオの作成に理論的概念とそのモデルを適用すること。口頭コミュ

ニケーション・ポートフォリオ授業プロジェクトの最終目的は、学生に学期中のインプットを振

り返らせ、評価させることである。異文化間コミュニケーション・プロジェクトの最終目的は、

学生が言語スキルを使用・強化し、異文化テーマに取り組めるようになることである。 

 

３．研究の方法 

異文化間ポートフォリオ・プロジェクト作成にあたり、我々は異文化間コミュニケーション能力

のモデル（バイラム、1990）と言語文化学習の発達モデル（ショールズ、2019）というふたつの

モデルから抽出した要素を組み合わせた。 

 バイラムのモデルは次の要素を含む。a) スキル獲得という意味での言語学習、 b) 学習者の注

意を母語と目標言語間の共通点と相違点に向けさせる要素としての言語意識、c)文化意識：これ



は言語の非言語的側面に関係する側面であり、目標文化と学習者の文化を比較するための基礎

となるものである、d) 文化経験とは教育目的の旅行や留学を通じて得られる直接経験である。 

 ショールズのモデルには次の要素が含まれる。a) 出会い：学習の第一段階は外国語の手本と

の出会い、それまで知らなかったこととの最初の接触である。b) 経験：学習者が更なる言語要

素を取り入れ、規則の観点から見た外国文化や、行動の理由について考えはじめる。c) 統合：言

語を使用するうちに、何らかの理由で、形式より意味とコミュニケーションに神経を集中するよ

うになる。d) 橋渡し：このレベルになると、ふたつの異なる世界観の比較を超え、新しい概念

について考えるようになる。 

 バイラムの出発点は言語と文化の関係であり、ショールズは言語と文化を一体とみなしてい

るため、両モデルを組み合わせれば、文化と言語の様々な側面を広範囲にカバーすることができ

る。我々は世界観という概念を取り入れてモデルを完成させ、2018 年、2019 年、2020 年の 2 週

間留学プログラム中に実施した異文化間コンテンツのポートフォリオ作成にこれを適用した。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1．バイラムの異文化間コミュニケーション能力モデルとショールズの言語文化学習の発達モ
デルの組み合わせ。 
 

口頭コミュニケーション・ポートフォリオ・プロジ

ェクトのために、我々は自己評価、考察及び足場か

けに基づくモデルを作成した。研究のため、ポート

フォリオでは半期にわたる学生の記録と学習の実

例を使用し、能力の発達を示している。これは口頭

コミュニケーションの達成度を反映する学生の学

習活動の目的をもって体系的に収集したものだ。5

年間（2015 年と 2016 年は試験的に実施、本格的実

施は 2017 年、2018 年、2019 年）にわたり、我々は

スペイン語の学生（A1 レベル）の口頭学習のデー 

タを収集した。 

それぞれ実施した学期中の学習状況を密接に反映しており、その期間内での学生たちの達成度

を示している。ポートフォリオには各学期の 5 つのテーマを合わせた口頭学習、並びに口頭試問
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として実施した最終スピーチ及び対話が含まれる。学生には自分の学習について振り返り、向上

度を評価し、将来的な目標を設定することを求めた（図 2）。 

 
４．研究成果 
 

2017-2019 研究年度に実施したふたつの主要研究テーマは以下の通り。a)口頭コミュニケーショ

ン学習のポートフォリオ作成。キーコンセプト：足場かけ。b)異文化間コミュニケーションのポ

ートフォリオ作成。キーコンセプト：世界観。 

a) 口頭コミュニケーション学習のポートフォリオ。2017年から 2019年にかけて、外国語とし

てのスペイン語授業を受ける学生（A1レベル、360名）の口頭学習の記録を毎年収集した。

学生たちの在籍学部は経済学部、法学部、工学部の 3つ。これら収集した学習記録は半期の

学習状況を密接に反映しており、その期間内の学生の達成度を示している。ポートフォリオ

には前期の 5つのテーマと、それを最終的に統合した口頭学習が含まれる。各学期の終わり

に、学生はポートフォリオを公開し、自身のスピーチと対話を収めたビデオを見て成績につ

いて考察し、調査に応じることが求められる。この調査で、学生は口頭コミュニケーション

スキル、間違いの訂正法、自信の強化、動機付け、目標、学習戦略について質問を受ける。

さらに、学生は自身の学習をチェックし、以下について考察することが求められる。a) 自分

の希望と現在の成績の関係、b) 目標達成にどの程度補助教材が役に立ったか、補助教材や学

習支援がどの程度十分だと感じたか、わかりやすいか、難しいか、楽しいか、退屈か、学生

の状況に密接しているか、あるいはかけ離れているか。 

ポートフォリオ評価をして、学生自身が個人的目標とその目標を達成するための計画を決め

ることで、学生の学習過程への関与が高まることがわかった。今回のプロジェクトでは、教

師と補助教員がポートフォリオ作成を管理したが、学生自身がさらに責任感を持ってポート

フォリオを作成できるような方法を考案することが可能かもしれない。これは、学生にポー

トフォリオのテーマを決定させ、コンテンツを選択させるようにするか、責任もってファイ

ルを編集させるようにすれば実現しうると思われる。 

ここで、言語学習者のための教育的足場かけについてのよくある質問を取り上げたい。す

なわち、言語教育及び学習における足場かけ指導の最新情報についてである。実際、学生の

意見に応じて次半期の授業内容や目標設定戦略を調整する必要があるため、学生が足場か

け過程について行う考察が分析されている。学習支援過程において‶フェーディング〟（も

はや必要とされない戦略）の概念を考慮するために更なる調査、観察、分析が必要である。 

b) 異文化間コミュニケーション・コンテンツのポートフォリオ。 

これはスペイン語 A1 及び A2 レベルの日本人学生が、開発された理論的枠組みに基づいた

アクティビティを伴う、スペインでの 2週間集中プログラムについて記述するプロジェクト

である。参加者（2018：15名、2019：15名、 2020：21名）は文化訪問、ビデオ、日記、調

査やスペイン人学生との交流についてのレポートを含むポートフォリオを作成した。学生の

世界観の変化をレポートするために、我々は 3つのレベル－言語意識、文化的側面及び文化



的体験－を分析。その結果、食事や学生の習慣といった日常的な側面に関する意識は自然に

喚起されるが、行動に関係する文化的詳細といった側面に関しては、学生の考察を呼び起こ

す刺激剤のようなものが必要であるとわかった。 

我々の主張は、教育的交流体験が語学授業で始まる学問及び視野を広げる助けになりうると

いうことである。こういった体験により、ひとりの人間の世界に対する見解、つまりコスモ

ビジョンが他者のそれと合流することが可能になる。世界観とは、現状及びあるべき姿の両

方の観点から、世界とそのなかでの生活を描写する方法である。いわゆる世界観とは、世界

のなかで何を知ることができるか、あるいはすることができるか、どのように知ることがで

きるか、することができるか、人生のなかで考えうる目標とは何か、そしてどのような目標

を持つべきかを決める一連の思考である。世界観のなかには立証されていないかもしれない、

あるいは利用さえできない前提も含まれるが、こういった前提が思考体系のなかに別の思考

を存在させる根拠となる（コルトコ－リベラ、2004）。留学プログラムを成功させるには、

異なるコスモビジョンを観察する機会を学生に与える必要があるとファンティニは述べて

いる（2019）。「（前略）相違について学習することで、我々は地球上の多くの言語文化の基

礎にある普遍的な人間性に対する見識を獲得できる」 
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